
【　総　　計　】 (前年対比、単位：％）

【百貨店事業概況】

【店舗別概況】 (前年対比、単位：％）

※大阪店の売上高には和歌山店・堺店の売上高を、京都店の売上高には洛西店の売上高をそれぞれ含みます。

※横浜店の売上高には港南台店の売上高を含みます。 ※立川店の売上高：実質△３．９%

※横浜店の入店客数は単店になります。

【広域事業概況】 (前年対比、単位：％）

【商品別概況（百貨店協会商品区分）】 (前年対比、単位：％）

(前年対比、単位：％）

5月度の髙島屋総計の実質前年対比は△3.3%であった。この結果、3-5月の第1四半期実質売上
は△1.2%となり、昨年度に比べﾏｲﾅｽ幅は縮小し、回復が見られる。
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法人事業は大型物件の売上計上月のずれで昨年11月以来の前年割れとなったが、3-5月累
計売上は+7.6%と好調。通販事業はﾘﾋﾞﾝｸﾞ用品、婦人雑貨、食料品等が好調で4ヶ月連続で
前年実績を上回った。中でも、ﾘﾋﾞﾝｸﾞ用品は3-5月累計売上で20%以上伸長。
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以　　上

紳士服（前年対比△1.0%）は軽量感のあるｶｼﾞｭｱﾙなｼﾞｬｹｯﾄやｻﾏｰｽｰﾂ等が好評で、横浜店・玉川店等は前年を上回った。婦人服
（同△4.8%）は薄手のｼﾞｬｹｯﾄやﾌﾞﾗｳｽ等の羽織ものやﾆｯﾄが好調。ｻﾌｧﾘ系のｼﾞｬｹｯﾄ等が人気でﾔﾝｸﾞﾞ・ｷｬﾘｱｿﾞｰﾝは健闘、ﾐｾｽｿﾞｰﾝ
では母の日関連商材が順調だった。婦人雑貨（同+1.8%）は、ｵｰﾌﾟﾝﾊﾟﾝﾌﾟｽやｻﾝﾀﾞﾙ等の季節商品、美白やUVｹｱ関連の化粧品、帽
子、日傘等が好評で本年1月以来4ヶ月ぶりに、また宝飾品（同+3.5%）は3ヶ月連続で前年をｸﾘｱした。

〈当社分類による百貨店事業の商品別概況(実質）〉

その他家庭用品 ＋３．１ ＋３．０

家庭用品計 ＋２．２ ＋１．８

△０．６

家電 △１．４ △２．９
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本年 実質
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実質本年
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関西地区合計

本年 実質

GW期間中の家族向けｲﾍﾞﾝﾄや母の日関連、UVｹｱ関連、初夏物商材等の販売促進策を積極的
に展開し売上拡大を図ったが、中旬における売上の鈍化や前年に比べて土曜日が1日少ないこ
ともあり、百貨店事業では実質前年対比は△2.9%となった。

2004年6月にﾚｽﾄﾗﾝ街の運営を東神開発㈱に移管した立川店の前年数値を調整し、岡山髙島屋・岐阜髙島屋・米子髙島屋・
高崎髙島屋の分社4店を含めた18店計の売上高を前年対比の実質数値として表記しています。

本年 実質
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※大阪店・京都店の入店客数はそれぞれ単店になります。

立川店
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新宿店 玉川店
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関西地区

売上高

入店客数
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横浜店

売上高

関東地区
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大阪店 京都店

売上高 △１６．２ ＋３．６

入店客数

法人事業 通販事業

△１．３△２１．２

本年 実質
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泉北店 岡山髙島屋
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岐阜髙島屋

△８．６

地区別では東高、西低の売上傾向が見られ、関西地区では岡山店、関東地区では横浜店、玉川店、高崎店が前年を上回った。関
西地区では、大阪店が食料品や香港ﾃﾞｻﾞｰﾄﾚｽﾄﾗﾝ「糖朝」のｵｰﾌﾟﾝした食堂等で前年をｸﾘｱ。京都店は競合の影響による特選衣料
雑貨が低迷しているが、前月に比べ特選の減少率は縮小。岐阜店はﾘﾆｭｰｱﾙ工事のため入店客数が減少したが、売上はほぼ計画
値であった。関東地区では、東京店が前年のﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝや好評を博した皇室関係の文化催事等の反動により売上・入店客数と
もに前年を下回る結果となったが、3-5月累計売上は前年を3.0%上回った。横浜店は競合店の閉店ｾｰﾙの影響も薄れ4ヶ月ぶりに
前年実績を超えた。新宿店はｸﾞﾙﾒ催事が好評だった食料品が好調な一方、衣料品が前年実績に及ばなかった。
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